


序　文

特別史跡多賀城跡をはじめとする多くの埋蔵文化財は、長い年月の中、地

域で暮らす人々によって守り、引き継がれたものであり、本市が歴史のまち

と言われる所以はここにあります。このことから、これら貴重な「文化遺産」

を後世に伝えていくことは、我々の重要な責務であると考えております。そ

のため、当教育委員会としても、開発事業との円滑な調整を図りつつ、国民

共有の歴史的財産である埋蔵文化財を適正に保護し、その活用に努めている

ところであります。

さて、今回報告いたします調査は、平成 21 年度に市単独事業で実施した

発掘調査 14 件と、平成６年度に受託事業で実施した発掘調査１件でありま

す。小範囲の調査ではありましたが、弥生時代、奈良・平安時代、中世の遺

構・遺物が発見されました。ひとつひとつの成果は断片的なものであります

が、このような成果の積み重ねにより「史都	多賀城」の歴史が少しずつ紐

解かれていくものと確信しております。

最後になりましたが、発掘調査に際しまして、御理解と御協力をいただき

ました地権者をはじめ関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

平成２３年７月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多賀城市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　菊地　昭吾



例　言

１　本書は、平成 21 年度に市単独事業で実施した調査 14 件と、平成６年度に受託事業で実施した調査１

件の成果をまとめたものである。

２　遺構の名称は、各遺跡とも第１次調査からの連続番号である。

３　測量法の改正により、平成 14 年４月１日から経緯度の基準は、日本測地系に代わり世界測地系に従

うこととなったが、本書では過去の調査区との整合性を図るため、従来の国土座標「平面直角座標系Ｘ」

を用いている。

４　挿図中の高さは標高値を示している。

５　土色は『新版標準土色帖』（小山・竹原：1996）を参考にした。

６　金属製品のＸ線透過撮影は及川規氏（東北歴史博物館）に依頼した。

７　本書の執筆は担当職員の協議のもと、Ⅰ～Ⅲ・Ⅵ・Ⅸ～Ⅻを武田健市、Ⅳ・Ⅴを相澤清利、Ⅶ・Ⅷを

　島田敬が担当し、編集は武田が行った。また、遺物の写真撮影は鈴木琢郎、畠山未津留が行った。

８　調査に関する諸記録及び出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。

凡　例

１　本書で使用した遺構の種類を示すアルファベット記号は以下のとおりである。

　　　ＳＢ：建物　　ＳＡ：柱列　　ＳＤ：溝　　ＳＫ：土壙　　Pit（Ｐ）：柱穴及び小穴

　　　ＳＸ：道路・河川及びその他の遺構

２　奈良・平安時代の土器の分類記号は『市川橋遺跡―城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書Ⅱ』

に従った。

３　瓦の分類は「多賀城跡　政庁跡　図録編」（宮城県多賀城跡調査研究所　1980）、「多賀城跡　政庁跡

　本文編」（宮城県多賀城跡調査研究所　1982）の分類基準に従った。

４　本文中の「灰白色火山灰」の年代については、伐採年代が 907 年とされた秋田県払田柵跡外郭線Ｃ期

　存続中に降灰し、承平４年 (934) 閏正月 15 日に焼失した陸奥国分寺七重塔の焼土層に覆われている

　ことから、907 ～ 934 年の間とする考えと（宮城県多賀城跡調査研究所『宮城県多賀城跡調査研究所

　年報 1997』1998）、『扶桑略記』延喜 15 年 (915) ７月 13 日条にある「出羽国言上雨灰高二寸諸郷桑枯

　損之由」の記事に結びつけ 915年とする考えがある（町田洋「火山灰とテフラ」『日本第四紀地図』1987、

　阿子島功・壇原徹「東北地方、10C頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念地質学論文集』　1991）。

　当センターでは考古学的な見解を重視し、前者の年代観に従っている。



調査要項

１　調査主体　多賀城市教育委員会	 教	育	長　　菊地昭吾

２　調査担当　多賀城市埋蔵文化財調査センター	 課　　長　　高倉敏明

３　調査担当者　多賀城市埋蔵文化財調査センター	 係　　長　　千葉孝弥　　

	副	主	幹　　武田健市

	研	究	員　　石川俊英　　島田　敬　　相澤清利

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 発掘調査員　鈴木琢郎　　四家礼乃　　畠山未津留

４　調査協力者　大友輝雄　遠藤義二　佐藤丑之助　文屋　功　三浦のり子　

	株式会社イズミヤ　株式会社高静設備工業　　

５　整理従事者　丑田明希　佐々木清子　高橋由里子　中村千恵子　本間規恵　宮城ひとみ　横山佳織

目　　　次

　　Ⅰ　多賀城市の位置と市内の遺跡	…………………………………………………………………	 1

　　Ⅱ　市川橋遺跡第 75・77・78 次調査	 ……………………………………………………………	 4

　　Ⅲ　市川橋遺跡第 76 次調査		………………………………………………………………………	 14

　　Ⅳ　山王遺跡第 78 次調査		…………………………………………………………………………	 15

　　Ⅴ　山王遺跡第 79・80 次調査	 ……………………………………………………………………	 21

　　Ⅵ　新田遺跡第 14 次調査	 …………………………………………………………………………	 23

　　Ⅶ　新田遺跡第 60 次調査	 …………………………………………………………………………	 38

　　Ⅷ　新田遺跡第 61 次調査	 …………………………………………………………………………	 39

　　Ⅸ　新田遺跡第 62 次調査	 …………………………………………………………………………	 40

　　Ⅹ　小沢原遺跡第 14 次調査	 ………………………………………………………………………	 41

　　Ⅺ　西沢遺跡第 17 次調査	 …………………………………………………………………………	 42

　　Ⅻ　大日南遺跡第９次調査	…………………………………………………………………………	 43



Ⅰ　多賀城市の位置と市内の遺跡

　多賀城市内の地形についてみると、中央部を北西から南東方向に貫流する砂押川を境に、東側の丘陵部

と西側の沖積地に二分される。丘陵部は、松島・塩釜方面から延びる標高 40 ～ 70 ｍの低丘陵であり、南

西に向かって枝状に派生している。沖積地と接する付近では谷状の地形を形成しており、緩やかではある

が起伏に富んだ様相をみせている。沖積地は、泉ヶ岳に端を発する七北田川東岸に広がっており、仙台平

野の北東部に相当する。特に仙台市岩切方面から多賀城跡にかけての県道泉・塩釜線沿いには標高５～６

ｍの微高地が延びており、その北側には利府町にまたがる低湿地が広がっている。一方、南側には大小の

微高地や低湿地、旧河道などがあり、海岸に近い場所では浜堤列も確認できる。

　市内には、40 を超える遺跡が所在している。西側の沖積地から丘陵部の西端にかけては、新田・山王・

市川橋・高崎・西沢遺跡など市内でも有数の規模をもつ遺跡が隣接して分布している。これらの遺跡で発

見された遺構や遺物には、陸奥国府が置かれた多賀城や付属寺院の多賀城廃寺と密接に関わるものが多く

認められ、この時期に限ってみれば一連の遺跡群と捉えることができる。一方、南部には海岸線沿いの浜

堤上に八幡沖遺跡、東端部には柏木遺跡や大代横穴墓群などが点在している。

　本書に関連する遺跡は、以下の６遺跡である。

　市川橋遺跡は、市中央部を北西から南東方向に貫流する砂押川東岸に形成された、標高２～３ｍの微高

地上に位置している。これまでの調査で特に注目されるのが、多賀城南面に施工された古代の方格地割り

の発見である。これは、城外の二大幹線道路である南北大路と東西大路を基準とする南北・東西の道路に

よっておよそ 1 町四方に区画されたものであり、その範囲は西側に隣接する山王遺跡西半部にまで及んで

いる。本遺跡南半部はこの幹線道路の交差点にあたり、周辺では規則的に配置された大規模な建物群や四

面庇付建物が発見されるなど、城外でも最も重要な地区であると考えられる。

山王遺跡は、砂押川西岸に形成された、標高３～４ｍの微高地に立地している。これまでの調査で、弥

生時代中期頃の水田跡や古墳時代前期～後期の集落跡、古代の方格地割、大溝によって区画された中世の

屋敷跡、近世の堀跡や井戸跡などが発見されている。このうち、古代の方格地割は南北大路と東西大路の

二つの幹線道路を基準とし、東西・南北の直線道路によっておよそ１町四方の区画を造成したものである。

これによって形成されたまち並みからは、上級役人の邸宅や中・下級役人の住まいなどを構成する建物跡

や井戸跡などが多数発見されている。

　新田遺跡は、七北田川東岸に形成された、標高５～６ｍの微高地に立地している。縄文時代から中世に

かけての遺跡として知られているが、特に中世では大小の溝で区画された屋敷跡が多数発見されている。

このうち、寿福寺地区では 12 世紀後半から 16 世紀にかけて連続して屋敷群が形成されていたことが明ら

かとなり、出土遺物から上級武士の屋敷と考えられている。西側に隣接する仙台市宮城野区岩切から本遺

跡にかけての一帯は、留守氏が支配する「高用名」に含まれる地域であることから、これらの武士層は留

守氏と深く関わるものと推定されている。

小沢原遺跡は、多賀城跡南東側の低丘陵上に位置している。これまでの調査で、古代の掘立柱建物跡や

竪穴住居跡、土器埋設遺構、土壙などが発見されている。桁行５間以上、梁行３間の掘立柱建物跡が確認

されるなど、官人層の居宅の可能性が示唆されている。

西沢遺跡は、多賀城跡東側の低丘陵緩斜面上に立地している。これまでの調査で、縄文時代及び古代か
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ら近世の遺構・遺物が多数発見されている。特に平安時代では、鍛冶工法を含む竪穴住居や掘立柱建物跡

が整備され、多賀城跡との関連性が示唆される。

大日南遺跡は、標高３ｍほどの沖積地に立地している。これまでの調査で 15・16 世紀を中心とする武

士の屋敷跡が発見されており、新田遺跡と同様に留守氏との関係が示唆される。

（調査一覧）

№ 遺跡名 所在地 調査期間 調査面積 調査担当

１ 市川橋遺跡第 75 次 市川字館前地内 平成 21 年７月 22 日 8 ㎡ 武田・四家

２ 市川橋遺跡第 76 次 市川字伏石、立石地内 平成 21 年７月 25 日 6 ㎡ 武田

３ 市川橋遺跡第 77 次 市川字館前地内 平成 21 年８月５日 5㎡ 武田・四家

４ 市川橋遺跡第 78 次 市川字館前地内 平成 21 年 11 月 25 日～ 11 月 28 日 46 ㎡ 武田・四家

5 山王遺跡第 78 次 山王字毛上 28 平成 22 年２月９日～３月９日 26 ㎡ 相澤・四家・畠山

6 山王遺跡第 79 次 山王字山王四区 187、188 平成 22 年３月４日～３月５日 9㎡ 相澤

7 山王遺跡第 80 次 山王字山王四区 189-6 外 平成 22 年３月 24 日 3 ㎡ 相澤

8 新田遺跡第 14 次 新田字後 110-7 外 平成６年４月４日～４月 28 日 120 ㎡ 石川

9 新田遺跡第 60 次 山王字北寿福寺地内 平成 22 年２月２日～２月３日 32 ㎡ 島田・四家・畠山

10 新田遺跡第 61 次 新田字堀西 29-1 平成 22 年２月 23 日 10 ㎡ 島田・四家・畠山

11 新田遺跡第 62 次 新田字北関合 30-2 平成 22 年３月 27 日 10 ㎡ 武田

12 小沢原遺跡第 14 次 浮島二丁目 81-5 外 平成 22 年３月 10 日～３月 12 日 90 ㎡ 武田

13 西沢遺跡第 17 次 市川字伊保石地内 平成 22 年２月 18 日 4 ㎡ 武田

14 大日南遺跡第９次 高橋四丁目 18-4 外 平成 22 年 3 月 30 日 25 ㎡ 武田
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Ⅱ　市川橋遺跡第 75・77・78次調査

１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、平成 21 年度中央公園施設整備に伴う発掘調査である。平成 21 年５月、多賀城市長より中央

公園における施設整備計画と埋蔵文化財のかかわりについての協議書が提出された。計画では、グラウン

ドの舗装のほか、地下排水工事及び防球ネット設置工事等が示されていた。当該区は古代多賀城南面に施

行された南北大路西側に接しており、平成４年度に実施した第 11 次調査で大規模な柱穴を確認した地区

である。この大規模な柱穴についてはＳＢ 470 掘立柱建物跡として既に報告しているものの（註１）、調

査範囲や期間の制約があり、現地での検討が不十分であったことから、機会を見て再度検証する必要があ

る遺構と考えていたものであった。当該計画については、防球ネットの基礎工事で 3.7 ｍの掘削が行われ

る以外は遺跡に影響が及ぶものではなかったものの、ＳＢ 470 についての確認調査を実施したい旨申し出

たところ承諾を得た。なお、平成 21 年７月にダックアウトとスコアボードの追加工事についての協議書

も提出され、一連の協議として取り扱うこととした。

７月 23 日、防球ネット設置に伴う調査を実施した（第 75 次調査）。３箇所の基礎掘削の内、東側のト

レンチ（１区）と中央のトレンチ（２区）では、現表土下約 1.3 ｍで大規模な柱穴の一部を確認した。柱

の位置から、第 11 次調査で確認したＳＢ 470 の一部である可能性が推測された。一方、西側のトレンチ

（３区）では黒褐色粘土が厚く堆積しており、新しい河川埋土であると考えられた。

註１：多賀城市教育委員会『市川橋遺跡』多賀城市文化財調査報告書第 50 集　2000
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註１：ＳＢ 3450 の東側柱列北より２間目柱穴は、第 11 次調査の報告ではＳＢ 470 の北妻西より２間目柱穴としていたが、柱穴の位置関係な

　　　どからＳＢ 3450 の柱穴と判断した。

註２：第 11 次調査の報告では西廂付の掘立柱建物跡として報告したが、第 78 次調査では西側身舎及び廂の北側延長線上でこれらと柱筋を揃

　　　えた柱穴（Ｐ 10・11）を確認した。Ｐ 10・11 を別の建物跡を構成する柱穴とすることも可能であるが、ここでは一連の建物を構成する

　　　柱穴と判断し北廂として捉えた。

８月５日、ダックアウト及びスコアボード設置に伴う調査を実施した（第 77 次調査）。第 75 次調査区

同様、現表土下約 1.3 ｍで、溝跡を確認した。

11 月 25 日、グラウンド舗装工事に先行し、ＳＢ 470 の確認調査を開始した。現表土を除去すると、第

11 次調査で検出したＳＢ 470 西廂及び身舎北西隅柱穴を確認した。調査区を北側に拡張したところ、さ

らに柱筋を揃えた柱穴を検出したことから、北側にも廂が付くものと推測された。また、ＳＢ 470 と重複

しそれよりも古い、ＳＢ 3450 掘立柱建物跡も確認した。11 月 27 日、調査区の全景写真撮影後、平面図

作成を開始するとともに、柱穴の様子を探るために一部柱穴の断ち割り調査を行った。28 日、柱穴の断

面図作成と検出した遺構埋土の土層確認を行い、調査の一切を終了した。

２　調査成果

今回は、中央公園整備に伴う一連の調査であり、掘立柱建物跡、溝跡、土壙などを発見した。遺構検出

面は、いずれも現表土下 1.3 ｍ下で確認したオリーブ灰色砂質土であり、褐灰色粘質土や砂が混入してい

る。以下、これら遺構の概要を記載する。

発見した遺構と遺物

ＳＢ 3450 掘立柱建物跡（第２・３・４・５図）

　第 78 次調査区で発見した、東西３間、南北３間以上の掘立柱建物跡である。第 11 次調査時には確認す

ることができなかったが、今回の調査で北側及び西側の柱列を検出したことにより、建物跡であること

が明らかとなった（註１）。ＳＢ 470、ＳＤ 3452、ＳＫ 3451 と重複し、ＳＢ 470、ＳＫ 3451 よりも古く、

ＳＤ 3452 よりも新しい。第 11 次調査も含め７基の柱穴を検出し、北西隅柱穴と西側の柱列北より１間目

柱穴で柱痕跡、西側の柱列北より２間目柱穴で柱抜取り穴を確認した。方向は、西側の柱列で測ると北

で約５度東に偏している。規模は南北が西側の柱列で測ると総長 5.2 ｍ以上、柱間は北より 2.73 ｍ、約

2.5 ｍ、東西が北側柱列より１間目柱穴間で測ると総長約 6.7 ｍである。掘方の平面形はおよそ方形を基

調とし、規模は西側の柱列北より１間目柱穴で測ると、長辺 1.1 ｍ、短辺 0.9 ｍ、深さ 0.4 ｍである。掘

方埋土は２層に分けることができる。１・２層ともに地山ブロックが多量に混入する黒褐色砂質土であり、

１層には炭化物粒が僅かに混入している。柱痕跡は直径 25 ～ 28 ㎝の円形であり、埋土は褐灰色粘質土で

ある。柱抜取り穴は掘方の中心付近を大きく壊しており、埋土は炭化物が混入する黒褐色粘質土である。

遺物は、掘方から土師器杯（ＢⅡ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯Ⅲ類、柱切取り穴から土師器杯（ＢⅤ類）

が出土している。

ＳＢ 470 掘立柱建物跡（第２・３・４図）

第 75 次１・２区及び第 78 次調査区で発見した、北及び西側に廂が付く掘立柱建物跡である。桁行４

間以上、梁行３間と推測される（註２）。ＳＢ 3450、ＳＤ 3452 と重複し、これらよりも新しい。柱穴は

第 11 次調査も含め 12 基検出した。このうち、第 78 次調査で検出した柱穴６基をみると、身舎北西隅柱

穴と西側柱列北より２間目柱穴で柱抜取り穴、それ以外の柱穴で柱痕跡を確認した。方向は、西側柱列で
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測ると北で７度 35 分東に偏している。桁行は西側柱列で総長 8.2 ｍ以上、柱間は北より 2.40 ｍ、約 1.9

ｍ、約 1.9 ｍ、約 1.9 ｍである。梁行は北妻で約 8.8 ｍと推測され、柱間は西より１間目で 2.38 ｍであ

る。掘方の平面形はおよそ方形を基調とし、規模は身舎北西隅柱穴で測ると、長辺 1.1 ｍ、短辺１ｍ、深

さ 55 ㎝である。埋土は地山ブロックが多量に混入する黒褐色粘質土及び黄灰色粘質土である。柱痕跡は、

いずれも直径 20 ～ 26 ㎝の円形であり、埋土は黄灰色粘土である。柱抜取り穴は掘方の隅付近を壊してお

り、埋土は身舎北西隅柱穴と西側柱列北より２間目柱穴では、地山ブロックが多く混入する黒褐色または

褐灰色粘質土である。

遺物は、掘方から土師器杯（Ｂ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、丸瓦（ⅡＢ類）、柱抜取り穴から土師器甕（Ａ・Ｂ類）、

須恵器杯（Ⅲ類）、丸瓦（ⅡＢ類）が出土している。

ＳＡ 3453 柱列跡（第２・３・４図）

南北方向に並ぶ３基の柱穴を検出した。ＳＢ470掘立柱建物跡の古い段階の西側柱列の可能性もあるが、

入側柱列で同様な柱穴を確認していないことから、ここでは柱列跡と判断した。いずれもＳＢ 470 西側柱

穴に大部分が破壊されており、柱痕跡や柱抜取り穴は確認できない。柱間は北より約 3.0 ｍ、約 3.8 ｍで

ある。北より１間目柱穴で見ると、埋土は３層に分けることができる。１層は褐灰色砂質土、２層は黄灰

色粘質土、３層は灰色砂質土であり、いずれにも地山ブロックが多量に混入している。遺物は出土してい

ない。

ＳＤ 3446 ～ 3449 溝跡（第７図）

　第 77 次調査１・２区で発見した、幅 30 ～ 50 ㎝の南北方向の溝跡である。いずれも地山ブロックが多

量に混入する黒褐色粘質土であり、炭化物粒が僅かに認められる。

ＳＫ 3451 土壙（第３・６図）

　第 78 次調査区で発見した土壙である。ＳＢ 3450 と重複し、それよりも新しい。平面形は不整形と推測

されるが、詳細は定かでない。規模は東西 2.2 ｍ以上、南北１～ 1.5 ｍである。埋土は炭化物が多量に混
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入する黒褐色土であり、土器片が多く混入している。

　遺物は、土師器杯（ＢⅡ・ＢⅡｃ・ＢⅤ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、丸瓦（ⅡＢ類）が出土している。

３　まとめ

今回の調査では、掘立柱建物跡、溝跡、土壙を発見した。このうち掘立柱建物跡では、第 11 次調査で

検出していたＳＢ 470 を再確認したほか、これよりも古いＳＢ 3450 を新たに発見した。ＳＢ 470 は第 11

次調査では西廂を持つ建物跡として報告したが、第 78 次の成果より、北側にも廂が付くものと判断した。

また、一部柱穴の精査及びＳＫ 3451 埋土の掘り下げを行い、少ないながらも年代を推測できる資料が出

土している。以下、第 75・78 次調査で発見した遺構の年代について検討する。

（１）遺構出土土器の概要

ＳＫ 3451 からは、土師器杯・甕、須恵器瓶・甕、丸瓦、平瓦が出土している。このうち、土師器杯に

はＢⅡ類２点、ＢⅡｃ類１点、ＢⅤ類９点、その他Ｂ類が 22 点あり、底部が明らかな資料ではＢⅤ類が

主体的に認められる。器形全体が明らかなものをみると、ＢⅡｃ類では底径／口径比が 47、器高／口径

比が 37、ＢⅤ類では底径／口径比が 39 ～ 51、器高／口径比が 31 ～ 35 である。底部内面のヘラミガキは

横方向のものと放射状のものがあり、ＢⅡｃ類は横方向、ＢⅤ類では横方向のものが４点、放射状のもの

が４点である。土師器甕はＡ類が２点、Ｂ類が 30 点であり、Ｂ類が圧倒的に多く認められる。須恵器瓶・

甕はいずれも小片である。丸瓦はⅡＢ類が２点、平瓦はⅡＢ -ｂ類が１点出土している。

ＳＢ 3450 は、新旧関係でＳＫ 3451 よりも古い掘立柱建物跡である。掘方から土師器杯・甕、須恵器杯・

杯蓋・甕、柱切取り穴および柱抜取り穴から土師器杯・甕、須恵器杯、丸瓦が出土している。掘方から出

土した土師器杯は、ＢⅡ類が１点である。底径／口径比が 43、器高／口径比が 27 であり、底部内面のヘ

ラミガキは横方向である。土師器甕はＡ類が７点、Ｂ類が７点である。須恵器杯は、Ⅲ類の小片が１点出

土している。柱切取り穴から出土した土師器杯は、ＢⅤ類の小片が１点である。柱抜取り穴から出土した

土師器甕はＢ類が１点であり、須恵器杯はⅢ類の小片が１点、丸瓦はⅡＢ類が１点である。
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ＳＢ 470 は、新旧関係でＳＢ 3450 よりも新しい掘立柱建物跡である。掘方から土師器杯・甕、柱抜取

り穴から土師器杯・甕、須恵器高台付杯・甕、丸瓦が出土している。土師器杯は全てＢ類であり、甕は掘

方出土のものがＡ類、抜取穴出土のものではＡ類が２点、Ｂ類が 14 点である。丸瓦はⅡＢ類である。

（２）出土土器及び遺構の年代

第 78 次調査区で出土した遺物をみると、土師器Ａ・Ｂ類が認められること、須恵系土器が全く含まれ

ないことが指摘できる（表１）。同一地点の調査である第 11 次調査９トレンチにおいても、須恵系土器は

鉢が１点認められるのみであることから、本地区で検出した遺構の年代については、およそ８世紀後葉～

９世紀代の範疇と理解することが可能であろう。

市川橋遺跡で８世紀後葉から９世紀代とされる土器群には、延暦９年～ 24 年頃としたＳＸ 1351 Ｃ河川

出土土器（註１）、延暦 24 年を上限とする９世紀中葉頃としたＳＸ 1351 Ｄ出土土器（註２）、９世紀後半

でも新しい段階としたＳＸ 3400 出土土器（註３）がある。これらの中から、特に土師器杯・甕を抽出し

分類毎に数値化したのが表２である。これをみると、時期が新しくなるにしたがい、①土師器杯の底部切

り離しはⅤ類が多数を占める、②底径／口径比が小さくなる、③器高／口径比が大きくなるといった傾向

註１：多賀城市教育委員会	『市川橋遺跡―城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書Ⅱ―』	多賀城市文化財調査報告書第 70 集	2003

註２：註１と同じ

註３：多賀城市教育委員会	『多賀城市内の遺跡２―平成 20 年度発掘調査報告書―』	多賀城市文化財調査報告書第 95 集	2009
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が見てとれる。また、９世紀後半頃になると、土師器杯・甕はすべてＢ類で占められるといった様子も指

摘できる。

これらと比較すると、ＳＫ 3451 出土の土師器杯はＳＸ 3400 のものと類似していることから、およそ９

世紀後半頃のものと考えられる。

ＳＢ 3450 はＳＫ 3451 よりも古いことから、９世紀後半以前であることが明らかである。出土数は少な

いものの、土師器甕Ａ・Ｂ類が同数認められることを考慮すれば、８世紀後葉から９世紀初め頃とするこ

とも可能であろう。

ＳＢ 470 はＳＢ 3450 よりも新しいことから、９世紀初頭以降の年代が与えられる。このことは、柱抜

取り穴から出土した土師器甕をみると、ＳＢ 3450 に比べＢ類の占める割合が増えていることともおよそ

一致するものである。
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１　調査区全景（南西から撮影）

２　ＳＢ 3450・Ｐ２断面

３　ＳＢ 470・Ｐ 12 断面
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１　調査に至る経緯・経過と調査成果

　本調査は、県道泉・塩釜線新設（浮島道路改築）に伴う案内標識設置工事に伴う発掘調査である。平成

21 年６月、宮城県仙台土木事務所より、当該工事に係る埋蔵文化財のかかわりについての協議書が提出

された。３箇所に標識を設置する計画であり、１辺１ｍ、深さ 2.5 ～ 3.5 ｍの基礎工事を行うことが示さ

れていた。中央部の標識は既存の橋上面であり、東側は旧用水路内に位置しており既に遺構面が削平され

ていることが明らかであったため、工事による遺跡への影響はないと判断された。一方、西側では遺構検

出面に達することが推測されたため、工事開始と合わせて確認調査を実施することとした。

　７月 17 日、標識設置箇所で、１辺約２ｍのトレンチを設置し、重機により工事が及ぶ深さまで掘削を

行ったが、盛土内で収まることを確認した。デジタルカメラによる現状での写真撮影を行い、現地調査を

終了した。

Ⅲ　市川橋遺跡第 76次調査

西側設置箇所の掘削状況（１） 西側設置箇所の掘削状況（２）
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　Ⅳ　山王遺跡第 78次調査

１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、山王地区公民館施設改修工事に伴うものである。平成 22 年１月 25 日に多賀城市長より当該

地区における山王地区公民館施設改修事業計画と埋蔵文化財のかかわりについての協議書が提出された。

計画は電気・機械設備の設置、給排水・ガス管埋設工事、フェンス設置、駐車場整備である。当該地は今

年度に実施した第 68 次調査の調査成果から現地盤より約 70 ㎝下で遺構検出面を確認していた。このため

電気設備工事のハンドホール、外灯部分については、遺跡への影響が懸念されることから確認調査で、そ

の他の部分については、既存の埋設管と同位置に設置するものであり、遺跡に与える影響は軽微と考えら

れることから工事立会いで対処することとなった。その後、２月１日に多賀城市長より埋蔵文化財発掘の

通知が宮城県教育委員会教育長あてに提出され、発掘調査の実施に至ったものである。

調査区は８ヶ所に設定した（１～８Ｔ）。２月９日から断続的に実施し、随時、平面図作成と写真撮影

を行った。いずれの調査区でも盛土・表土下が遺構検出面となっていた。１Ｔでは南北方向の溝跡１条を、

２・３Ｔではそれぞれで小ピット１基を発見した。４Ｔでは何も検出されなかった。10 日、５Ｔで南北

方向の溝跡１条を発見した。13 日、６Ｔで並行する南北方向の溝跡２条を発見し、西 7 南北道路跡と推

定された。24 日、７Ｔで比較的規模の大きい柱穴３基を発見した。26 日、８Ｔで堆積層もしくは遺構埋

東北本線
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土の輪郭を検出した。

２　調査成果

　発見遺構

ＳＸ 1584 西 7 南北道路跡

１Ｔと６Ｔで発見した南北道路跡である。南北大路から約 875 ｍ西に位置しており、城外の方格地割の

うち西 7南北道路に相当する。長さは約 2.8 ｍまで検出し、南北とも調査区外へと延びている。東西両側

（西側溝ＳＤ 1585、東側溝ＳＤ 1586）に素掘りの側溝を伴っており、西側溝の新旧関係から３時期（Ａ～
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Ｃ期）の変遷があることを確認した。Ａ期の西側溝でみると、長さは１Ｔから６Ｔにかけて約 2.8 ｍ以上

を測り、方向は北で約５度東に偏している。西側溝のＳＤ 1585 溝跡では３時期（ａ～ｃ期）、東側溝のＳ

Ｄ 1586 溝跡では２時期（ａ～ b期）までの変遷を確認した。ＳＤ 1585 溝跡は東から西へと移動して造り

替えられており、ａ期は幅 0.2 ｍ以上、埋土は地山土に近似する灰黄褐色土、b 期は幅 0.5 ｍ以上、埋土

は均質な褐灰色粘質土、ｃ期は幅 0.5 ｍ、埋土は地山ブロックや炭化物を含む褐灰色粘質土である。ＳＤ

1586 溝跡は西から東へと移動して造り替えられており、ａ期は幅 0.4 ｍ以上、埋土は褐灰色土と灰黄褐

色土のブロックが混じり合う。b 期は幅 0.5 ｍ以上、埋土は均質な黄灰色土である。路面幅はＡ期で約３

ｍ、Ｂ期で約 3.7 ｍ（推定）を測る。なお、８Ｔでは堆積層もしくは遺構埋土の違いが平面で確認された

が、道路側溝に相当する輪郭は把握できなかった。

ＳＤ 1587 溝跡

　５Ｔで発見した南北方向の溝跡である。確認できた長さは約 1.2 ｍで、方向はほぼ発掘基準線に沿う。

その他の遺構

　７Ｔで３基の柱穴を発見した。Ｐ１・２は重複しており、前者が新しい。平面形は不整方形で、一辺

30 ～ 40 ㎝を測る。

３　まとめ

　今回の調査では西 7南北道路跡を発見した。３時期の変遷があり、時期が新しくなるにつれて路面を拡

幅していることが判明した。年代については、確認段階にとどめているため詳細は不明であるが、本道路

跡は国守館（北１・西７区画）の西辺を区画するものであることから、国守館存続時の 10 世紀前半代に

は機能していたと考えられる。また、国守館の北辺を区画する北 1 東西道路の構築年代が第 66・68 次調

査の調査成果を踏まえると９世紀後半頃とされているので、この頃まで遡る可能性がある。北 1東西道路

以北の南北区画道路の状況については、今回の調査では充分に把握できなかったので今後の課題としたい。
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１Ｔ　ＳＤ 1585 溝跡検出状況（南より）

６Ｔ　ＳＤ 1586 溝跡検出状況
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６Ｔ　ＳＤ 1585 溝跡検出状況（東より）

７Ｔ　柱穴検出状況（北より）



　Ⅴ　山王遺跡第 79・80次調査

調査に至る経緯と経過と調査成果

　第 79 次調査は、個人住宅の上下水道工事に伴うもの

である。平成 21 年 12 月 18 日に施工業者より当該地区

における上下水道工事と埋蔵文化財のかかわりについて

の協議書が提出された。計画は汚水管、桝を長さ 3.5 ｍ、

幅 1.5 ｍ、最深 1.6 ｍ掘削するというものであり、掘削

面積が狭隘で遺跡に与える影響は軽微と考えられること

から工事立会いで対処することとなった。

平成 22 年３月４・５日に工事立会いを実施した。そ

の際、表土下約 1ｍの深さの地山面において黒褐色粘質

土で埋まった幅約２ｍの東西方向のＳＤ 1588 溝跡を発

見した。

第 80 次調査は、下水取付管埋設工事に伴うものであ

る。平成 22 年２月 16 日に施工業者より当該地区におけ

る上下水道工事と埋蔵文化財のかかわりについての協議書が提出された。計画は下水管を長さ５ｍ、幅１

ｍ、最深 1.7 ｍ掘削するというものであり、埋蔵文化財への影響が懸念された。このため、平成 22 年３

月 19 日に施工業者より調査に関する依頼書と承諾書の提出を受けて確認調査を実施することとなった。

調査は平成 22 年３月 24 日に実施した。その結果、東側の調査区では、表土下約 1.2 ｍの深さで地山面

に到達し、褐灰色粘質土で埋まった幅約 0.7 ｍ以上の南北方向のＳＤ 1589 溝跡を発見した。また、西側

の調査区では、深さ 1.5 ｍ以上に及ぶ攪乱が確認された。

0 10m
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ＳＤ 1588 溝跡検出状況（南より）

ＳＤ 1589 溝跡検出状況（東より）



１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、平成６年度に実施した宅地造成工事に

伴う発掘調査である。平成６年３月 30 日、地権者

より発掘調査の承諾書が提出されたことを受け、４

月４日より現地での発掘調査に着手したものであ

る。

　はじめに、重機を使用して位置指定道路部分の表

土除去を行う。翌日より作業員を投入し、Ⅱ層上面

の精査及び遺構検出作業を開始する。調査区中央で

ＳＫ 1332、南端部でＳＤ 1331 を確認し、直ちに埋

土掘り下げ及び写真撮影、平面・断面図作成を行っ

た。７日からⅡ層の掘り下げを開始し、Ⅲ層上面で

ＳＸ 1321、ＳＤ 1329 等を発見した。11 日、遺構検

出状況の写真撮影を行い、翌日より遺構の埋土掘り

下げや写真撮影、平面・断面図作成などを随時実施

した。この間、ＳＸ 1321 の性格について検討を重

ねたが、遺構の東西ともに調査区外に延びているこ

Ⅵ　新田遺跡第 14次調査

とから、詳細を知ることができなかった。そのため地権者と協議を行い、西側に拡張区を設けることとな

った。18 日から人力により西側の一部を拡張し、20 日にＳＸ 1321 が竪穴状遺構になることが明らかとな

った。その後、Ⅲ層下層の状況を把握する目的で調査区全体の掘り下げを行ったが、遺構を確認すること

はできなかった。25 日から、調査区の土層断面図の作成を開始し、27 日に土色の注記作業を行う。28 日、

機材および休憩用プレハブを撤去し、現地調査の一切を終了した。

２　調査成果

（１）層序（第４図）

　Ⅰ　　層：現在の表土で、厚さは約50㎝である。埋土は６層に細分できるが、１層が砂利、２～６層も近・

　　　　　　現代の堆積層と考えられることから本調査では一括して扱った。

　Ⅱ　　層：全域で確認した黒褐色土の堆積層であり、厚さは 15 ～ 30 ㎝である。層中からは、古代の土

　　　　　　器片が出土している。中世の遺構検出面である。

　Ⅲ　　層：全域で確認した暗褐色砂質土であり、厚さは 10 ～ 20 ㎝である。古代の遺構検出面である。

　Ⅲ層下層：にぶい黄褐色砂または暗褐色砂が堆積しており、本地区周辺で広範囲に確認されている古墳

　　　　　　時代前期の水田層は確認できなかった。
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（２）発見遺構と遺物

　今回の調査では、Ⅲ層上面で古代の竪穴状遺構や小溝跡、土壙、Ⅱ層上面で中世の溝跡や土壙を発見し

た。以下、検出した層毎に、発見した遺構・遺物について記載する。

【Ⅲ層上面検出遺構】

ＳＸ 1321 竪穴状遺構（第７・８図）

　調査区北半部で発見した竪穴状遺構である。ＳＫ1330・1334・1335と重複し、ＳＫ1334・1335よりも古く、

ＳＫ1330よりも新しい。平面形は東西に長い方形であり、方向は北辺で測ると北で約２度南に偏している。

規模は東西 7.3 ｍ以上、南北約４ｍであり、残存する壁高は最大 25 ㎝である。床面はにぶい黄褐色土の

地山であり、貼り床は認められない。床面上の施設にはおよそ南辺に沿った溝跡（Ｄ６）と、中央部で検

出した焼土が多量に混入する土壙（Ｋ１）、その他土壙（Ｋ２・３・４・５）がある。Ｄ６は上幅 47 ～ 55 ㎝、

下幅 25 ～ 27 ㎝、深さ 11 ～ 17 ㎝である。底面は丸く窪んでおり、東西の比高はほとんどない。埋土はに

ぶい黄褐色砂質土（黒褐色砂質土）である。Ｋ１は、南北に長い不整形の土壙であり、規模は南北 82 ㎝、

東西 46 ㎝、深さ 4 ㎝である。壁は非常に緩やかに立ち上がっており、埋土は上層が炭化物を多量に混入

する焼土、下層が均質な暗褐色砂質土である。その他の土壙は、長辺 57 ～ 97 ㎝、深さ 18 ～ 27 ㎝の小規

模なものである。埋土はいずれも黒褐色砂質土が主体であり、炭化物や暗褐色砂質土ブロックが多く混入

している。遺構内埋土は２層に分けられる。いずれも黒褐色砂質土であり、上層には暗褐色砂質土ブロッ

クが多く混入している。

　遺物は、土師器杯（Ａ類）・甕（Ａ類）、須恵器杯（Ⅱ・Ⅱａ・Ⅱｂ・Ⅲ類）・高台付杯が出土している。

ＳＤ 1329 溝跡（第５図）

　調査区北半部で発見した南北方向の溝跡である。ＳＤ 1325・1326・1327・1328 と重複し、それらより

も古い。方向は、東辺で測ると北で約 21 度西に偏している。規模は、長さ 3.7 ｍ以上、上幅 60 ～ 76 ㎝、

下幅 35 ～ 55 ㎝、深さ８～ 10 ㎝である。底面は平らに成形されており、南側に向かって僅かに低くなっ

ている。壁は底面付近は緩やかであるが、上方は急傾斜で立ち上がっている。埋土は２層に分けられる。

いずれも暗褐色砂質土が主体であり、上層には黒褐色砂質土が多量に混入している。

　遺物は土師器甕（Ａ類）が出土している。
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ＳＸ 1337 小溝群（ＳＤ 1325 〜 1328 溝跡）（第５図）

　調査区北半部で発見した東西方向の溝跡群であり、およそ１ｍ間隔で並んでいる。ＳＤ 1329 と重複し、

それよりも新しい。方向は、北側のＳＤ 1327・1328 がおよそ東西の発掘基準線と一致しており、ＳＤ

1326 は東で約 11 度、ＳＤ 1325 は東で約７度南に偏している。規模は、上幅 20 ～ 46 ㎝、深さ７～ 14 ㎝

である。底面は平らに成形されており、東に向かって僅かに低くなっている。埋土はいずれも暗褐色砂質

土が主体である。遺物は出土していない。

ＳＤ 1323・1324 溝跡（第６図）

　調査区南半部で発見した東西方向の溝跡であり、北側に湾曲しながらおよそ並行に延びている。ＳＤ

1322と重複し、それよりも古い。規模は、上幅28～ 41㎝、深さ15㎝である。底面は平らに成形されており、

西に向かって僅かに低くなっている。壁はほとんど起伏がなく、急傾斜で立ち上がっている。埋土は２層

に分けられる。上層は黒褐色砂質土、下層が暗褐色砂質土であり、上層には暗褐色砂質土が多く混入して

いる。遺物は出土していない。

ＳＤ 1322 溝跡（第６図）

　調査区南半部で発見した南北方向の溝跡であり、南端部で東側に僅かに屈曲している。ＳＤ 1323・

1324 と重複し、それらよりも新しい。方向は、屈曲部より北側で測ると、北で約 11 度西に偏している。

規模は、長さ 4.7 ｍ以上、上幅 30 ～ 40 ㎝、下幅 14 ～ 24 ㎝、深さ 18 ～ 21 ㎝である。底面は平らに成形

されており、南側に向かって低くなっている。壁はほとんど起伏がなく、急傾斜で立ち上がっている。埋

土は２層に分けられる。上層は黒褐色砂質土、下層が暗褐色砂質土であり、上層には暗褐色砂質土が多く

混入している。遺物は出土していない。

ＳＫ 1330 土壙（第９・10 図）

　調査区北部で発見した土壙である。ＳＸ 1321 と重複し、それよりも古い。平面形はやや東西に長い円

形であり、規模は長軸約 1.5 ｍ、短軸約 1.3 ㎝、深さ 48 ㎝である。底面はおよそ平坦である。壁はほと

んど起伏がなく、急傾斜で立ち上がっている。埋土は黒褐色砂質土が主体であり、灰白色火山灰、灰黄褐

色土、炭化物が粒状に多量に混入している。
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　遺物は、土師器甕 (Ａ類 )、須恵器高台付杯が出土している。

【Ⅱ層上面検出遺構】

ＳＤ 1331 溝跡（第 11 図）

　調査区南端部で発見した東西方向の溝跡である。方向は、東で約 17 度南に偏している。規模は、長さ

4.2 ｍ以上、上幅 2.05 ～ 2.25 ｍ、下幅 0.68 ～ 0.76 ｍ、深さ 43 ～ 80 ㎝である。底面は南壁から北壁に

向かって傾斜しており、北壁付近では南側に向かって低くなっている。壁はほとんど起伏がなく、急傾斜

で立ち上がっている。

　遺物は土師器杯（Ｂ類）の小片が出土している。
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ＳＫ 1332 土壙（第２図）

　調査区北部で発見した土壙である。平面形は東西に長い楕円形であり、規模は東西約 1.1 ｍ、南北約

0.7 ｍ、確認できた深さは 20 ㎝である。壁はほとんど起伏がなく、急傾斜で立ち上がっている。遺物は

出土していない。

ＳＫ 1333 土壙（第２図）

　調査区北部で発見した土壙である。平面形は円形と推測されるが、大部分が調査区外にあるため詳細は

明らかでない。規模は南北68㎝、東西34㎝以上、確認できた深さは28㎝である。壁はほとんど起伏がなく、

緩やかに立ち上がっている。埋土はにぶい黄褐色砂質土である。

　遺物は、無釉陶器擂鉢が出土している。

【堆積層出土遺物】

出土層位は明らかでないものの、Ⅲ層下層から弥生土器長頸壺の肩部小片が出土している。内面は横

方向のハケメ調整、外面は縦方向にハケメ調整を施した後に一本描き沈線により重層山形文が描かれてい

る。年代は中期後半頃と考えられる。

３　まとめ

　今回の調査では、Ⅲ層上面でＳＸ 1321 竪穴状遺構、ＳＫ 1330・1334・1335 土壙、ＳＤ 1325 ～ 1328 溝

跡、Ⅱ層上面でＳＤ 1331 溝跡、ＳＫ 1332・1333 土壙を発見した。以下、検出面ごとに発見した遺構の年

代について検討する。

（１）Ⅲ層上面

　ＳＸ 1321 からは、土師器杯・甕、須恵器杯が出土している。土師器杯・甕は小片であり、図化したも

のはない。破片総数で 89 点出土しており、すべてＡ類である。須恵器杯にはⅡ類が１点、Ⅱａ類が１点、

Ⅱｂ類が１点、Ⅲ類が４点あり、Ⅱａ・Ⅱｂ類を除きいずれも全体の１／２以上が残存している。底径／

口径比は 53 ～ 62、器高／口径比が 22 ～ 26 である。土師器杯・甕がＡ類で占められる点を考慮すれば、

下限を８世紀後葉以前に求めることが可能である。また、須恵器杯の口径／底径比及び器高／口径比をみ

ると、８世紀中葉頃とされる山王遺跡ＳＤ 667 溝跡（註１）やＳＤ 180 Ｂ溝跡出土土器（註２）と共通し

ている（表１）。したがって、ＳＸ 1321 もそれらと同じ頃の年代と捉えられる。

　ＳＫ 1330 は重複関係でＳＸ 1321 よりも古い遺構であり、８世紀中葉以前の年代が推測される。出土し

た土師器杯がすべてＡ類で占められていることとも矛盾するものではない。

　ＳＤ 1329 からは、土師器甕Ａ類が出土している。点数は僅かであるがおよそ８世紀後葉以前の年代と

捉えておきたい。
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　その他の遺構については出土遺物がなく遺構の年代は明らかでないが、中世の遺物が含まれていないこ

とから、およそ古代の範疇におさまるものと考えられよう。

（２）Ⅱ層上面

　ＳＫ 1333 から無釉陶器擂鉢が出土しており、およそ中世の遺構と考えられる。

　ＳＤ 1331、ＳＫ 1332 については、ＳＫ 1333 と同じ検出面であることを考慮し、中世の範疇と捉えて

おきたい。
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註１：宮城県教育委員会『山王遺跡Ⅴ』宮城県文化財調査報告書第 174 集	1997

註２：多賀城市埋蔵文化財調査センター　『山王遺跡―第 10 次発掘調査概報―』多賀城市文化財調査報告書第 27 集　1991



Ⅲ層上面検出遺構全体図（北より撮影）

Ⅱ層上面検出遺構全体図（南より撮影）
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ＳＸ 1321 遺物出土状況

ＳＤ 1331 断面（西壁）
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1 2

3 4

5 6

7 8

１：Ｒ 13　弥生土器（第５図１）

２：Ｒ 19　無釉陶器

３：Ｒ５　須恵器杯（第９図３）

４：Ｒ６　須恵器杯（第９図６）

５：Ｒ７　須恵器杯（第９図４）

６：Ｒ８　須恵器杯（第９図１）

７：Ｒ 11　須恵器杯（第９図２）

８：Ｒ４　須恵器高台付杯（第９図７）

37

出　土　遺　物



Ⅶ　新田遺跡第 60次調査

１		調査に至る経緯と経過

　本調査は、公共下水道汚水管工事に伴うものである。平

成 21 年 11 月 10 日に新田遺跡内における下水道工事計画

と埋蔵文化財のかかわりについての協議書が、多賀城市長

から提出された。計画は、長さ約32ｍにわたって、幅0.9ｍ、

最深約 1.8 ｍの掘削を行うというものである。掘削幅が狭

いことから、工事立会いで対処することにした。

　工事立会いは、平成 22 年 2 月 2 日に実施した。対象地

の北側から掘削を行ったところ、現地表面から約１ｍ下で

溝跡を発見した。ただちに、埋土の掘り下げを開始し、続

いて写真撮影、平面図作成を行い、翌 3日に終了した。

２		発見遺構

　ＳＤ 1992 溝跡

南北方向に斜行する溝跡で、地山直上に薄く堆積する

灰白色火山灰を若干含む灰色土の上面で検出した。方向

は、北で約 34 度西に偏している。規模は、上幅 30 ～ 35

㎝、下幅 15 ～ 20 ㎝で、深さは検出面から約 10 ㎝である。

底面は丸みをもち、壁は緩やかに立ち上がる。埋土は、

灰オリーブ色土の単層で、ややグライ化している。遺物

は、出土していない。時期は、灰白色火山灰を含む土層

を切っていることから、10 世紀前葉以降と考えられる。

下限については不明である。
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Ⅷ　新田遺跡第 61次調査

１		調査に至る経緯・経過と調査成果

　本調査は、戸建住宅２棟の建設に伴うもので

ある。平成 22 年 2 月 10 日に新田遺跡内におけ

る戸建住宅建設計画と埋蔵文化財のかかわりに

ついての協議書が、地権者から提出された。計

画は、基礎工事の際に、各棟ごとに直径 60 ㎝、

長さ6ｍの杭を46本打ち込むというものである。

当該地は、新田遺跡の南端部に位置し、これま

での調査例が少ないことから、遺構の分布状況

などの詳細は不明であった。したがって、遺構

の有無の確認を目的にした、確認調査の実施に

至ったものである。2 月 19 日に調査に関する承

諾書及び依頼書の提出を受け、2 月 23 日に現地

調査を行った。

　２箇所の建物建設予定地で、重機によって約

２ｍの深さまで掘り下げたところ、いずれも、

厚さ約 70 ㎝の現代の盛土の下に、100 ～ 120 ㎝

の厚さで、灰色粘土と灰色砂が交互に堆積する

ことが認められた。さらに、その下層には植物

遺存体を含む黒色粘土が 25 ㎝以上の厚さで堆積

することが確認された。

この調査の結果、遺構・遺物は発見されなか

った。
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１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、戸建住宅建築に伴う発掘調査である。

平成 22 年２月、地権者より当該区における住宅

建築と埋蔵文化財のかかわりについての協議書が

提出された。建築計画では、基礎工事の際に直径

約 60 ㎝、深さ７ｍの柱状改良を 29 箇所で行うこ

とと、最深 90 ㎝の掘削を伴う給排水管付設工事

等が示されていた。柱状改良による埋蔵文化財へ

の影響が懸念されたことから、直ちに遺跡保存の

協議を行ったものの、基礎工法の変更は不可能で

あるとの結論に達したため、本調査に至ったもの

である。平成 22 年３月 24 日に地権者から調査に

関する依頼・承諾書の提出を受け、３月 27 日に現地調査を行った。対象区中央部から重機による掘削を

開始したが、現表土から深さ 2.6 ｍに至っても砂や粘土が交互に堆積するのみであり、遺構・遺物は発見

されなかった。デジタルカメラによる現状での写真撮影を行い、現地調査の一切を終了した。

２　調査成果

　当該区については、砂や粘土の堆積状況から、河川またはその氾濫原と考えられる。

Ⅸ　新田遺跡第 62次調査
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１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建築（建て替え）に伴う発掘調

査である。平成 21 年 12 月、地権者より当該区におけ

る住宅建築と埋蔵文化財のかかわりについての協議書

が提出された。建築計画では、基礎工事の際に最深

４５㎝の掘削、給排水管付設工事では最深 80 ㎝の掘削

を行うことが示されていた。本遺跡内においては、遺

構検出面までの深さが 30 ㎝にも満たない非常に浅い場

所が多く認められることから、掘削工事による埋蔵文

化財への影響が懸念された。このため、既存住宅撤去

時に確認調査を実施し、遺構検出面までの深さ及び遺

構の有無を把握し、この結果を受けて盛土等の厚さを

変更するか否かを判断することとなった。平成 22 年３

月 10 日に地権者から調査に関する依頼・承諾書の提出

を受け、３月 12 日に現地調査を行った。大きく撹乱が

及んでいた北西部を除き、建築部分の南西部から中央、

及び東辺部にかけて重機による表土除去を実施した。

現表土（Ⅰ層）下約 30 ㎝で明黄褐色砂質土の安定した地盤（Ⅱ層）が現れたため、重機の掘削に合わせ

て表面の精査を行ったが、遺構・遺物は発見されなかった。当該区は隣接する東側の宅地に比べ約 1.6 ｍ

低くなっていることや、Ⅱ層上面が極めて平坦であることから、宅地造成時に大きく削平を受けているこ

とが明らかであった。このため、対象区内で一部未確認な箇所があったものの、デジタルカメラによる現

状での写真撮影を行い、現地調査の一切を終了した。

２　調査成果

　宅地造成時に著しく削平されており、遺構・遺物は発見されなかった。

Ⅹ　小沢原遺跡第 14次調査

西側トレンチ
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１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、倉庫建築に伴う発掘調査である。平成 21 年

12 月、地権者より当該区における倉庫建築と埋蔵文化財

のかかわりについての協議書が提出された。計画では、

倉庫建設に先立ち現地盤に約 2.8 ｍの盛土を施すことが

示されていた。当該区は平成 10 年度に実施した第６次調

査区とおよそ一致していたものの、一部未調査の部分が

含まれている可能性もあったことから、盛土前に試掘調

査を実施することで地権者と合意に達した。平成 22 年２

月 18 日に地権者から調査に関する依頼・承諾書の提出を

受け、直ちに現地調査を行った。重機による表土除去を

実施した結果、第６次調査後に埋め戻した、礫が多量に

混入する土砂が確認できたほか、倉庫の位置も第６次調

査区の南側に計画されていることも明らかとなった。第

６次調査区の南側については、北側から南に下る自然の

沢の堆積が確認されている場所であることから、当該計

画による遺跡への影響はないと判断し、調査の一切を終

了した。

Ⅺ　西沢遺跡第 17次調査

掘削状況写真
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１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、共同住宅建築に伴う発掘調査で

ある。平成 22 年３月、地権者より当該区に

おける共同住宅建築と埋蔵文化財のかかわり

についての協議書が提出された。建築計画

では、基礎工事の際に直径約 60 ㎝、深さ５

ｍの柱状改良を 75 箇所で行うことと、最深

1.2 ｍの掘削を伴う給排水管付設工事等が示

されていた。柱状改良及び給排水管付設工事

による埋蔵文化財への影響が懸念されたこと

から、直ちに遺跡保存の協議を行ったものの、

基礎工法の変更は不可能であるとの結論に達

したため、本調査に至ったものである。平成

22 年３月 28 日に地権者から調査に関する依

頼・承諾書の提出を受け、３月 30 日に現地

調査を行った。対象区西側より重機による掘削を開始し、現表土（Ⅰ１層）及び旧水田耕作土（Ⅰ２層）

下で、粗砂層（Ⅱ層）を確認した。Ⅱ層は、北側で実施した第７・８次調査区でも確認しており、本遺跡

内で認められる中世の遺構検出面以前の河川埋土と考えられる。Ⅱ層上面での精査を実施したが、遺構・

遺物は発見されなかったため、デジタルカメラによる現状での写真撮影を行い、現地調査の一切を終了し

た。

２　調査成果

　中世の遺構検出面以前の河川埋土であるⅡ層が確認されるのみでり、遺構・遺物は発見されなかった。

Ⅻ　大日南遺跡第９次調査
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